
松
井
専
務
理
事
は
、
今
回
の
受

賞
は
松
井
個
人
へ
の
賞
で
は
な

く
、
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
へ
の

賞
で
あ
る
た
め
、
喜
ん
で
お
受
け

し
た
と
語
り
、
自
ら
の
日
中
友
好

活
動
へ
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。

１
９
７
７
年
に
初
め
て
中
国
を

訪
問
し
た
時
に
多
く
の
場
所
で
日

本
軍
の
残
虐
な
侵
略
戦
争
の
現
場

を
見
聞
き
し
た
。
そ
の
反
省
の
上

に
立
ち
、
生
涯
を
日
中
友
好
事
業

に
さ
さ
げ
る
と
決
意
し
た
。

受
賞
挨
拶
の
後
、
牛
副
市
長
よ

り
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、
授
賞
式
が

終
了
し
た
。

洛
陽
市
人
民
政
府
へ
の
表
敬
訪

問
は
、
17
日
午
前
行
わ
れ
た
。

洛
陽
市
か
ら
は
牛
剛
副
市
長
を

始
め
、
外
事
弁
公
室
の
張
暁
莉
主

任
、
人
民
代
表
大
会
民
族
僑
務
外

事
工
作
委
員
会
の
温
向
前
主
任
、

外
事
弁
公
室
の
白
志
斌
副
主
任
、

鄭
波
対
外
友
好
協
会
秘
書
長
ら
が

出
席
。

牛
副
市
長
は
長
期
に
わ
た
る
岡

山
市
日
中
友
好
協
会
の
都
市
間
交

流
へ
の
貢
献
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
民
間
交
流
こ
そ
が
友
好
の
礎

で
あ
る
と
い
う
習
近
平
国
家
主
席

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
今
後
の
交

流
に
期
待
し
た
い
と
意
欲
を
見
せ

た
。

こ
れ
を
受
け
、
土
井
会
長
は
、

牛
副
市
長
ら
の
歓
迎
と
、
43
年
間

に
及
ぶ
民
間
交
流
へ
の
支
持
と
協

力
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
岡
山
と

洛
陽
は
親
戚
関
係
に
あ
り
、
互
い

に
助
け
合
い
協
力
し
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
し
た
。

松
井
三
平
専
務
へ
は

洛
陽
栄
誉
市
民
称
号

そ
の
後
、「
洛
陽
栄
誉
市
民
称

号
」
授
賞
式
に
移
り
、
張
外
事
弁

公
室
主
任
が
松
井
三
平
専
務
理
事

へ
の
「
洛
陽
市
栄
誉
市
民
称
号
」

の
経
緯
を
説
明
。

43
年
に
及
ぶ
交
流
実
績
を
具
体

的
に
紹
介
、
温
主
任
が
栄
誉
賞
交

付
決
定
宣
言
書
を
朗
読
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
松
井
専
務
理
事

が
受
賞
挨
拶
。
自
ら
の
気
持
ち
を

直
接
に
伝
え
た
い
と
の
想
い
か
ら

中
国
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

土
井
会
長
ら
洛
陽
市
人
民
政
府
を
表
敬

牛剛副市長より栄誉賞を授与牛剛副市長より栄誉賞を授与

　
土
井
章
弘
会
長
を
団
長
と
す
る
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
洛
陽
市
友
好
訪
問
団
が
、
７
月
14
日
か
ら
同

18
日
ま
で
洛
陽
市
を
訪
問
し
た
。
一
行
は
、
宮
本
光
研
、
黒
住
昭
子
両
副
会
長
を
副
団
長
に
総
勢
８
名
。

洛
陽
市
人
民
政
府
を
表
敬
訪
問
し
懇
談
、
松
井
三
平
専
務
理
事
は
「
洛
陽
栄
誉
市
民
称
号
」
を
授
与
さ

れ
た
。
洛
陽
側
か
ら
は
、
洛
陽

－

岡
山
航
空
路
実
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
訪

問
団
は
白
馬
寺
や
洛
陽
古
琴
学
会
も
訪
れ
、
久
し
ぶ
り
の
対
面
交
流
を
楽
し
み
つ
つ
、
今
後
の
友
好
交

流
を
誓
い
合
っ
た
。（
２
面
に
関
連
記
事
）

７
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
。
正
副
会
長
ら
８
人

７
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
。
正
副
会
長
ら
８
人

洛
陽
市
へ
友
好
訪
問
団

洛
陽
市
へ
友
好
訪
問
団
久
し
ぶ
り
の

対
面
交
流

電
話（
〇
一
二
〇
）〇
五―

一
〇
〇
〇 《50音順》

2024

暑
中　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
〇―

三

電
話
　
二
三
二―

三
三
一
一
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長
　
大

　松

　康

　彦

旭
総
合
印
刷
株
式
会
社

岡
山
市
北
区
錦
町
五―

一
五
　
　
　
　

南
田
辺
ビ
ル
四
階

電
　
話（
〇
八
六
）二
三
一―

〇
三
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
八
六
）二
二
二―

七
七
三
二

代
表
取
締
役
　
松

　井

　三

　平

㈱
ア
ジ
ア・コ
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瀬
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翌
17
日
の
午
前
、
一
行
は
定
鼑

門
を
見
学
し
た
後
、
洛
陽
市
人
民

政
府
へ
の
表
敬
訪
問
に
向
か
っ
た
。

最
終
日
は
、
鄭
州
に
移
動
し
て

航
路
上
海
へ
向
か
う
予
定
だ
っ
た

が
、
豪
雨
で
鄭
州
空
港
が
ほ
と
ん

ど
離
発
着
で
き
な
く
な
り
、
航
空

機
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
た
め
、

急
遽
高
速
鉄
道
で
上
海
へ
向
か
う

こ
と
と
な
り
、
上
海
で
一
泊
し
、

翌
日
の
岡
山
便
で
帰
岡
し
た
。

た
め
に
現
場
へ
向
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
し
た
一
行

は
、
洛
陽
市
外
事
弁
公
室
の
関
係

者
を
招
待
し
て
の
夕
食
会
に
臨
ん

だ
。こ

の
６
月
に
外
事
弁
公
室
主
任

兼
洛
陽
市
人
民
対
外
友
好
協
会
会

長
に
就
任
し
た
張
暁
莉
さ
ん
を
は

じ
め
、
旧
い
友
人
で
あ
る
蔡
志
副

主
任
、
白
志
斌
副
主
任
、
鄭
波
対

友
協
秘
書
長
ら
と
親
し
く
歓
談
し

た
。席

上
、
日
本
側
は
宮
本
光
研
作

詞
、
松
原
徹
作
曲
の
「
日
中
友
好

の
う
た
」
を
披
露
し
、
拍
手
喝
采

を
う
け
た
。

黒
住
教
吉
備
楽
と

洛
陽
古
琴
学
会
交
流

16
日
は
、
隋
唐
運
河
博
物
館
を

見
学
し
た
後
、
民
族
音
楽
で
岡
山

洛
陽
市
友
好
訪
問
団
は
、
15
日

洛
陽
入
り
し
、
早
速
、
老
朋
友
を

招
い
て
の
昼
食
会
に
臨
ん
だ
。

嶋
一
徹
岡
大
教
授
は

緑
化
の
現
地
調
査
へ

元
外
事
弁
公
室
主
任
の
方
双
建

さ
ん
、
通
訳
役
と
し
て
活
躍
し
て

く
れ
た
于
愛
紅
さ
ん
、
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
で
交
流
を
支
え
て
き
た
蒋

崇
楊
さ
ん
ら
と
尽
き
る
こ
と
な
く

談
笑
。

午
後
か
ら
は
、
世
界
遺
産
の
龍

門
石
窟
へ
見
学
に
向
か
っ
た
。

ま
た
、
本
団
と
一
緒
に
洛
陽
入

り
し
て
い
た
岡
山
大
学
の
嶋
一
徹

農
学
部
教
授
ら
は
、
昨
年
度
か
ら

伊
川
県
で
始
ま
っ
た
（
公
財
）
日

中
友
好
会
館
助
成
に
よ
る
日
中
緑

化
事
業
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る

の
黒
住
教
吉
備
楽
と
も
交
流
の
あ

る
洛
陽
古
琴
学
会
の
主
催
に
よ
る

歓
迎
演
奏
会
に
参
加
し
、
あ
と
昼

食
会
に
招
か
れ
た
。

そ
の
後
、洛
陽
博
物
館
へ
行
き
、

名
誉
館
長
の
王
綉
画
伯
と
再
会
。

丁
度
、
王
綉
牡
丹
画
特
別
展
を
開

催
し
て
お
り
、
王
先
生
自
ら
案
内

頂
い
た
。

ま
だ
青
年
画
家
だ
っ
た
こ
ろ
、

岡
山
高
島
屋
で
牡
丹
画
展
を
開
催

し
た
事
を
何
度
も
感
謝
さ
れ
た
。

そ
れ
が
今
や
中
国
を
代
表
す
る
牡

丹
画
家
と
な
ら
れ
て
い
た
。

「
大
日
如
来
教
本
」を

白
馬
寺
へ
一
式
贈
呈

続
い
て
、
今
回
の
重
要
な
目
的

の
一
つ
で
あ
る
白
馬
寺
へ
の
参
拝

交
流
に
向
か
っ
た
。

境
内
周
辺
で
は
大
規
模
改
修
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
近
く
に
車

を
停
車
し
、
山
門
ま
で
歩
い
た
。

山
門
で
は
印
楽
方
丈
が
お
出
迎

え
、
友
好
寺
と
し
て
長
く
交
流
し

て
い
る
長
泉
寺
の
宮
本
光
研
名
誉

住
職
と
の
再
会
を
果
た
し
た
。

本
堂
で
、
宮
本
名
誉
住
職
と
今

回
随
行
し
て
い
た
寺
僧
の
井
上
弘

基
さ
ん
が
導
師
と
な
り
お
経
を
あ

げ
、
団
員
も
参
列
し
た
。

方
丈
の
部
屋
で
お
茶
や
果
物
の

ご
接
待
を
い
た
だ
い
た
後
、
長
泉

寺
か
ら
白
馬
寺
へ
大
日
如
来
教
本

一
式
が
贈
呈
さ
れ
た
。

白馬寺印楽方丈から書をいただく宮本光研榮譽住職白馬寺印楽方丈から書をいただく宮本光研榮譽住職

挨拶する土井会長挨拶する土井会長
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校
　
長
　
西

　﨑

　
　
　誠

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

専
門
学
校

岡
山
市
北
区
大
元
駅
前
三―

六
一

電
話（
代
表
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八
八
一
一

代
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会
長
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井
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社
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〇
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一
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二
　

岡
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岡
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五
〇
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一
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長
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岡
山
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中
教
育
交
流
協
議
会
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館
と
西
日
本
地
域
の
日
中
友
好
協

会
。
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
も
加

わ
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
特
に
日
中
青
少
年
交

流
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
お
り
、

大
学
生
や
高
校
生
、
中
国
人
留
学

生
ら
青
少
年
が
多
く
参
加
す
る
。

中
国
側
か
ら
の
参
加
者
は
、
中

国
大
使
や
駐
大
阪
総
領
事
、
友
好

第
七
回
西
日
本
地
区
日
中
友
好

交
流
大
会
が
、
８
月
30
日
午
後
３

時
か
ら
同
７
時
半
ま
で
、
岡
山
駅

前
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

で
開
か
れ
る
。

交
流
大
会
が
大
阪
以
外
の
都
市

で
開
か
れ
る
の
は
、
昨
年
の
香
川

大
会
（
高
松
市
）
に
続
い
て
２
回

目
。岡
山
で
は
初
の
開
催
と
な
る
。

参
加
費
は
無
料
で
、
約
８
０
０
人

の
来
場
を
目
指
し
て
い
る
。

主
催
は
、
中
国
駐
大
阪
総
領
事

都
市
の
高
安
市
（
浅
口
市
）
鎮
江

市
（
倉
敷
市
）
九
江
市
（
玉
野
市
）

な
ど
か
ら
の
友
好
都
市
関
係
政
府

代
表
者
ら
が
出
席
す
る
予
定
。

日
本
側
は
、
岡
山
県
知
事
や
岡

山
市
長
、
友
好
都
市
関
係
市
町
代

表
者
、
岡
山
大
学
、
岡
山
理
科
大

学
な
ど
大
学
関
係
者
ら
。

県
内
の
日
中
友
好
協
会
関
係
者

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
青
年
部

水
密
会
主
催
の
第
３
回
日
中
友
好

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
７
月
６

日
、
岡
山
市
北
区
谷
万
成
の
北
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
岡
山
大
学
に

留
学
し
て
い
る
中
国
人
留
学
生
を

中
心
に
、
日
本
人
大
学
生
も
加

わ
っ
た
14
人
。

で
き
る
だ
け
、
日
本
人
と
中
国

も
多
数
参
加
す
る
。

大
会
で
は
、
日
中
双
方
の
基
調

講
演
や
大
会
宣
言
の
採
択
、
日
中

青
少
年
交
流
の
成
果
発
表
が
行
わ

れ
る
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
午
後
５
時
15

分
か
ら
行
わ
れ
、
和
太
鼓
演
奏
な

ど
も
あ
り
、
懇
談
、
交
流
す
る
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
で
は
、

多
く
の
会
員
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
参
加
申
し
込
み
は
協
会

事
務
局
ま
で
。

人
が
ペ
ア
に
な
る
よ
う
に
ダ
ブ
ル

ス
の
組
み
合
わ
せ
を
し
、
競
技
を

開
始
。
会
場
に
は
、
和
気
あ
い
あ

い
の
に
ぎ
や
か
な
声
援
が
あ
ふ

れ
、
良
い
国
際
交
流
に
な
っ
て
い

た
。水

密
会
主
催
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
は
定
期
的
に
開
か
れ
て
お

り
、
今
回
で
３
回
目
と
な
る
。

�

（
写
真
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
）

氏
（
元
東
大
教
授
）
も
参
加
。
ほ

と
ん
ど
の
執
筆
者
が
参
加
し
た
。

出
版
社
の
東
方
書
店
か
ら
は
編

集
担
当
の
家
本
奈
都
さ
ん
が
駆
け

付
け
て
い
た
。

会
で
は
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
今

回
の
出
版
に
対
す
る
思
い
を
語
っ

た
。
そ
の
中
で
、
内
山
籬
氏
は
、

こ
の
よ
う
に
内
山
完
造
が
研
究
対

象
と
し
て
本
に
な
り
立
派
な
装
丁

で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
身
内
の
者

と
し
て
大
変
嬉
し
く
、
完
造
も
喜

ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
し
み
じ

み
語
っ
た
。

コ
ラ
ム
に
執
筆
し
た
松
井
氏

は
、
こ
の
本
が
研
究
者
の
み
な
ら

ず
、
広
く
一
般
人
に
も
読
ま
れ
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

素
晴
ら
し
く
、
岡
山
で
も
広
め
て

い
き
た
い
と
意
欲
を
述
べ
、
６
月

１
日
に
開
催
さ
れ
る
友
好
協
会
の

「
内
山
完
造
研
究
会
」
で
披
露
す

る
と
表
明
し
た
。

参
加
者
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

ラ
ウ
ン
ジ
で
乾
杯
し
、
出
版
を

祝
っ
た
。
ま
た
、
大
学
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
は
、
本
に
も
収
め
ら
れ

て
い
る
内
山
完
造
写
真
一
代
記
の

パ
ネ
ル
展
示
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

（
以
下
、
神
大
）
関
係
で
は
、
孫

安
石
教
授
、
内
山
書
店
関
係
で
は

内
山
籬
氏
（
内
山
書
店
・
内
山
完

造
氏
の
甥
）
等
、
そ
れ
に
柳
澤
和

也
氏
（
神
大
教
授
）、
川
崎
真
美

氏
（
東
大
学
術
専
門
職
員
）、
神

戸
量
吉
氏
（
田
口
参
天
堂
創
業
者

曽
孫
）、
松
井
三
平
氏
（
岡
山
市

日
中
友
好
協
会
専
務
理
事
）
が
集

ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
里
浩
秋

「
内
山
完
造
研
究
の
新
展
開
」

（
東
方
書
店
）
の
出
版
を
祝
う
会

が
、
５
月
25
日
、
横
浜
市
の
神
奈

川
大
学
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。

同
書
は
、
今
年
３
月
末
に
出
版

さ
れ
、
今
回
、
執
筆
者
や
研
究
者
、

大
学
関
係
者
ら
が
集
い
祝
う
会
を

開
い
た
も
の
。

主
な
出
席
者
は
、
神
奈
川
大
学

岡
山
市
北
区
番
町
二―

三―

四

　
　

電
話（
〇
八
六
）二
二
一―

一
〇
一
〇

取
締
役
社
長

　髙

　木

　晶

　悟

株
式
会
社
　

ト
マ
ト
銀
行

岡
山
市
南
区
浦
安
南
町
五
五
〇

　

電
話

　二
六
三―

二
二
四
五

　
　

株
式
会
社
　

中
外
燐
寸
社

代
表
取
締
役

　田

　中

　礼
一
郎

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
五―

一

　

電
話

　八
九
八―

一
一
一
一

　
　

取
締
役

　岡

　﨑

　
　
　登

株
式
会
社
　レ
イ

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山

〒
七
〇
〇―

〇
八
〇
七
　岡
山
市
北
区
南
方
三―

一
〇―

四
〇

電
話（
〇
八
六
）二
二
三―

七
四
五
〇

協
会
副
会
長

　宮

　本

　光

　研

洛
陽
に
縁
結
ん
で
半
世
紀

　
松
井
三
平
氏
功
績
大
い
な
り
（
祝
詞
）

《50音順》

2024

暑
中　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

暑
中　お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

ふ
る
っ
て
参
加
を
！

　参
加
費
無
料

《
第
７
回 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

８
月
30
日 

岡
山
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

　

　
　
　 西
日
本
地
区
日
中
友
好
交
流
大
会

　

　
　
　 西
日
本
地
区
日
中
友
好
交
流
大
会

◎第３回 日中友好バドミントン大会◎
《主催・岡山市日中友好協会青年部「水密会」》

「完造も喜んでくれるだろう」と乾杯！「完造も喜んでくれるだろう」と乾杯！

「
内
山
完
造
研
究
の
新
展
開
」
出
版
祝
賀
会

孫
教
授
、内
山
籬
氏
　、大
里
氏
　ら
集
う

出
版
へ
の
思
い
語
り
合
う
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寄
せ
て
い
た
。

河
原
氏
は
「
戦
中
、
戦
後
を
中

国
で
生
き
た
山
崎
さ
ん
と
そ
の
人

生
を
追
う
こ
と
で
、
戦
争
に
つ
い

て
何
か
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
日
本
と
中
国
が

今
後
も
よ
り
良
い
関
係
を
築
い
て

い
く
た
め
の
何
か
し
ら
の
ヒ
ン
ト

が
あ
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
後
、
参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
意
見
交
換
、
懇
談
し
た
。

３
／
29
…�

「
岡
山
と
中
国
」
３
月

号
発
送
（
協
会
）

３
／
31
…�

天
津
市
訪
問
団
（
～

４
／
４
）
土
井
会
長
、

森
田
・
黒
住
副
会
長
、

松
井
専
務
理
事

４
／
10
…�

故
赤
木
宣
雄
元
理
事
お

参
り
（
赤
木
邸
）

４
／
18
…�

西
日
本
交
流
大
会
会
議

（
広
榮
堂
武
田
）
総
領

事
館
・
県
日
中
・
市
日

中
参
加

４
／
22
…�

市
教
育
委
員
会
指
導
課

来
局
（
協
会
）

４
／
23
…�

国
際
協
力
研
究
所
岡
山

竹
島
代
表
理
事
来
岡

（
協
会
）

５
／
８
…�

洛
陽
市
第
16
次
人
民
代

表
大
会
常
務
委
員
会
第

11
回
会
議
で
タ
イ
籍
華

人
李
紹
祝
氏
と
当
協
会

の
松
井
三
平
専
務
理
事

が
洛
陽
市
栄
誉
市
民
称

号
授
与
が
決
定

５
／
11
…�

県
日
中
教
育
交
流
協
議

会
総
会
・
理
事
会
開
催
。

鍵
本
芳
明
氏
を
新
会
長

に
選
出
（
県
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

て
５
月
６
日
に
納
骨
さ
れ
ま
し
た
。

赤
木
さ
ん
は
、
協
会
設
立
間
も

な
い
頃
入
会
さ
れ
、
自
身
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
少
林
寺
拳
法

連
盟
で
の
中
国
と
の
交
流
を
は
じ

め
、
協
会
の
友
好
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

内
山
完
造
研
究
に
も

熱
心
に
取
り
組
み

特
に
、
内
山
完
造
の
資
料
、
書

籍
収
集
と
研
究
に
は
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
の
元
理

事
、
赤
木
宣
雄
さ
ん
が
、
令
和
６

年
３
月
25
日
、逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
74
歳
。
葬
儀
は
ご
家
族
の
み

で
行
わ
れ
、
神
道
の
50
日
祭
と
し

武
道
家
ら
し
く
気
骨
な
面
が
あ

り
、
理
事
会
で
も
筋
の
通
ら
な
い

案
件
に
は
厳
し
く
反
論
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

あ
る
時
、
役
員
案
件
で
「
松
井

が
事
務
局
長
と
し
て
の
肩
書
し
か

な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
し
、
当

時
の
会
長
や
役
員
を
説
い
て
回

り
、
専
務
理
事
と
い
う
役
職
を
提

案
し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。私

と
し
て
は
、
気
恥
ず
か
し
い

気
も
し
ま
し
た
が
、
そ
の
心
遣
い

に
対
し
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
総
会
の
議
長
を

終
え
た
後
、
一
週
間
も
た
た
な
い

う
ち
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
ら
れ
、
長

い
闘
病
生
活
を
経
て
本
年
旅
立
た

れ
ま
し
た
。

療
養
中
、
洛
陽
の
白
馬
寺
の
印

楽
住
職
や
古
い
友
人
の
方
双
建
さ

ん
が
見
舞
い
に
訪
れ
た
時
は
、
本

当
に
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

ま
た
、
奥
様
に
よ
る
と
、
協
会

会
報
が
来
る
た
び
に
、
じ
っ
く
り

と
見
ら
れ
て
お
り
「
分
か
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
微
笑
ま
れ

て
い
た
の
が
、
印
象
的
で
し
た
。

赤
木
さ
ん
の
志
を
受
け
て
、
生

涯
日
中
友
好
に
貢
献
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く

だ
さ
い
。

�

（
専
務
理
事　

松
井
三
平
）

体
は
中
国
紅
十
字
会
を
通
じ
て
献

体
さ
れ
て
い
る
。

岡
山
放
送
の
取
材
に
は
、
岡
山

市
日
中
友
好
協
会
も
、
現
地
取
材

を
含
め
協
力
し
た
。

語
る
会
に
は
、
当
協
会
会
員
や

関
係
者
、
そ
れ
に
中
国
か
ら
の
留

学
生
も
含
め
約
30
人
が
参
加
。
岡

山
放
送
か
ら
は
、
同
番
組
を
制
作

し
た
河
原
大
氏
が
、
当
時
の
思
い

出
な
ど
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

亡
く
な
っ
た
山
崎
宏
医
師
の
こ
と
。

山
崎
さ
ん
は
、真
庭
市
出
身
で
、

第
２
次
大
戦
中
は
軍
属
と
し
て
中

国
に
わ
た
り
、
現
地
で
の
日
本
軍

の
蛮
行
を
目
の
当
た
り
に
し
、
敗

戦
後
は
敢
え
て
帰
国
せ
ず
、
生
涯

を
贖
罪
と
中
国
人
へ
の
奉
仕
の
た

め
に
尽
く
そ
う
と
決
意
。

済
南
に
居
を
構
え
医
師
と
し
て

過
ご
し
、
２
０
１
０
年
12
月
、
１

０
２
歳
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
遺

中
国
の
古
今
東
西
を
訪
ね
る
講

座
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
鬼
子

医
師
」
の
鑑
賞
と
日
中
友
好
を
語

る
会
が
、
７
月
13
日
、
岡
山
市
北

区
の
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た
。

こ
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
は
、
岡
山
放
送
が
２
０
１
１

年
現
地
取
材
し
て
自
主
制
作
、
放

送
し
た
も
の
。「
鬼
子
医
師
」と
は
、

中
国
山
東
省
済
南
で
１
０
２
歳
で

５
／
20
…�

県
高
文
連
会
長
を
訪

問
、
西
日
本
交
流
大
会

協
力
依
頼
（
総
社
南
高

校
）

５
／
25
…�

『
内
山
完
造
研
究
の
新

展
開
』（
岩
波
出
版
）

記
念
会
開
催
。
松
井
出

席
（
神
奈
川
大
学
）

５
／
30
…�

玉
島
商
業
高
校
（
二
木

信
輔
校
長
）
訪
問
、
西

日
本
大
会
和
太
鼓
出
演

要
請
（
玉
島
商
業
）

６
／
７
…�

「
岡
山
と
中
国
」
８
月

号
編
集
会
議�

６
／
17
…�

環
太
平
洋
大
学
訪
問
。

西
日
本
大
会
協
力
及
び

協
会
の
紹
介
（
国
際
セ

ン
タ
ー
長
）

６
／
19
…�

西
日
本
大
会
打
ち
合
わ

せ
。
総
領
事
館
、
県
・

市
日
中
（
協
会
）

７
／
６
…�

水
密
会
第
３
回
日
中
友

好
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
）

７
／
13
…�

第
二
回
古
今
東
西
の
会

『
山
崎
宏
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
鑑
賞
と
日
中
友

好
を
語
る
会
』（
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
、
約
30

名
）

７
／
14
…�

岡
山
市
日
中
友
好
協
会

洛
陽
市
友
好
訪
問
団
出

発
（
～
７
／
18
）

７
／
14
…�

伊
川
県
白
砂
鎮
緑
化
事

業
現
地
調
査
。
岡
大
嶋

教
授
（
～
17
）

▼
「
幕
後
工
作
」
と
「
後
勤
工
作
」

は
意
味
が
全
然
違
い
ま
す
よ
と
、

い
つ
も
中
国
語
で
ご
指
導
頂
い
て

い
る
老
師
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。
今

回
、
小
職
の
名
前
で
頂
い
た
「
洛

陽
市
栄
誉
市
民
称
号
」
授
与
式
の

受
賞
ス
ピ
ー
チ
を
、
中
国
語
で
ダ

イ
レ
ク
ト
に
伝
え
た
く
て
草
案
を

練
っ
て
い
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
単
純
作
業
を
す

る
「
後
勤
」
に
比
べ
て
「
幕
後
」

は
舞
台
監
督
の
よ
う
な
役
割
で
、

今
回
の
受
賞
は
そ
こ
に
光
が
当
て

ら
れ
た
の
で
す
よ
と
褒
め
ら
れ
た

▼
し
か
し
小
職
の
43
年
間
の
活
動

は
即
ち
、
協
会
の
43
年
間
の
活
動

そ
の
も
の
で
あ
り
、
授
賞
式
で
も

申
し
上
げ
た
通
り
、
個
人
の
評
価

で
は
な
く
、
協
会
の
活
動
へ
の
評

価
と
受
け
取
っ
て
、
素
直
に
嬉
し

く
思
っ
た
。
同
時
に
受
賞
し
た
タ

イ
国
籍
の
李
紹
祝
さ
ん
の
よ
う

に
、
４
千
数
百
億
円
も
の
巨
額
の

投
資
で
洛
陽
経
済
発
展
に
貢
献
し

た
華
人
と
、
し
か
も
同
列
で
社
会

発
展
へ
の
貢
献
と
し
て
評
価
頂
い

た
洛
陽
市
の
ご
勇
断
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
▼
さ
て
、
こ
れ

か
ら
の
日
中
交
流
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
交
流
の
手
法
、
方
法
な

ど
、
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
わ
っ

て
き
た
。
我
々
も
こ
の
現
実
に
対

応
し
な
い
と
い
け
な
い
。
対
外
友

好
協
会
の
役
割
も
変
化
し
て
来
て

い
る
。
と
は
言
え
、
こ
ち
ら
の
積

極
的
な
働
き
か
け
と
、
推
進
し
て

い
く
強
い
意
志
と
が
あ
れ
ば
友
好

の
扉
は
開
け
て
く
る
だ
ろ
う
▼
今

回
の
「
栄
誉
」
を
単
な
る
「
名
誉
」

に
終
わ
ら
せ
ず
、
次
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
す
る
た
め
、
会
員
の
皆
さ

ん
や
若
い
人
た
ち
と
共
有
し
て
、

次
の
交
流
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
具

体
的
な
方
法
と
経
験
を
交
流
し
て

い
く
日に
ち
に
ち日
（
日
本
人
同
士
）
の
友

好
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

（
松
）

黒住昭子副会長の挨拶黒住昭子副会長の挨拶

生前の山崎医師生前の山崎医師

熱心に意見交換する参加者熱心に意見交換する参加者

〝
少
林
寺
〞赤
木
宣
雄
さ　ん
を
偲
ぶ

心
遣
い
が
嬉
し
か
っ
た…

松
井
三
平

追
悼

中国の古今東西をたずねる講座　第２回中国の古今東西をたずねる講座　第２回

「鬼子医師」の鑑賞と日中友好を語る会
《ＯＨＫ岡山放送制作ＴＶドキュメンタリー（2011年放送）》

山崎宏医師の一生の足跡をたどる
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